
(その1>

(平成28/年 分)収 支 報 告 書 整理番号
ノ

4716

(ふ り が な)

1政 治 団 体 の 名 称
1(

じゆうとういわてけんそうしぶれんこうかい

自由党岩 手県 第1区 総 支部 ノ

)

2主 たる事務所 の所在地
!.

第三菱和ビル5階

岩手県盛 岡市大通三丁 目1番24号 〆

活動区域の区分

口2以 上の都道府県の区域等 /同 一の都道府県の区域内

3代 表 者 の 氏 名

小 沢 一 郎 ノ

4会 計 責任者 の氏名

阿部盛重'

事務担当者

(氏名) 佐藤み どり ノ

(電話) 019-653-0408'

(受付印)

岩手 、

29、4,。4

選翔 婆

資金管理団体の指定の有無

口 有

公 職 の種 類

資金管理國体の届
出をした者の氏名

団 、無

ノ
資金管理団体の指定の期間(※1)

平成 年 月 日から

平成 年 月 目まで
※1報 告対象年 の1月 ユ日か ら12月3蝦 ま

国会議員関係政治団体の区分

団費 難灘講 鰯磯旙体

□肇驚雛 畿難 鑛 講体

公職の候補者
の氏名 小沢一郎 ノ

公職の種類 衆議院議員(現 職ゾ

国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間(※2)・

平成 年

平成 年

月 日か ら

月 日まで

での問に資金管理団体の指定 ・取消をし
た場合のみ記載してください。

※2報 告対象年の1月1霞 か ら12月31日 ま

での間に国会議員関係政治団体の指定 。

取消を した場合 のみ記載 して ください。
o



(そ の2)

収 支 の 状 況
　

1収 支の総括表

収 入 総 額 棺fぞ65ゑ38ゲ
・

(前年からの繰越額)
580.347・

(本年の収入額)
1,072.040/

支 出 総 額
813.616!

翌 年 へ の 繰 越 額 838,771/

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 構fア07ゑ00δ
ノ

員 数 人

435/

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人か らの寄附
→一億 百万 十 円

0

〔うち特定寄附〕

(イ〉 法 人その他 の団体か らの寄附 0

(ウ)政 治団体か らの寄附 0

ノJ、 計(ア 〉+(イ)+(ウ)
0

〔寄附の うち寄附のあっせんによるもの〕

イ 政党匿名寄附

合 計(ア 十イ) 0ノ

注)「 寄附まによる収入がある場合は、(そ の7)の 記載が必要です。



(そ の6)

(6) その他の収入

摘要 (1件10万 円 以 上 の も の) 金 額 備 考(年 月 日等)
す'{葱 群刀 十 門

こ の 頁 の 小 計 0/

1件10万 円 未 満 の も の 40/

合 計 40/

注1)
金講 綴 粥 蚊贈 璽 蕩る鑑灘 鐸 鷲 機関継 噺 その他の事業による肱 借入金及㈱ 又は支部から供与された鮒

注2>
日錨 繕繍 測 繰 鵜 蒲 紹 轍 餐繕 錨 響朧 四 以上のものにつレ'て・その鍛 なった事実並びにその鱒 及糊



(その13)

3支 出項 目別金額 の内訳

(1)支 出の総括表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対して供
与した交付金に係る支出

-

経

常

経

費

(1>人 件 費
縮 筋 千 δ

(2)光 熱 水 費 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0

(4)事 務 所 費 294,988・

小 計 294.988/ 0
/

2

政

治

活

動

費

(1>組 織 活 動 費
備 師 千 δ

(2>選 挙 関 係 費 0
(3>機 関 紙 誌 の発 行 そ の 他 の 事 業 費
(ア+イ+ウ+エ) 278,628/ 0 /

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 74.128!

イ 宣 伝 事 業 費 204,500ノ

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0

エ そ の 他 の 事 業 費 0

(4)調 査 研 究 費 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 240.000ノ 240,000 /

(6)そ の 他 の 経 費

小 計 518.628/ 240,000 /

合 計 813,616'

注)支 出先が当該政治団体の本部又は支部 となっているものは各項 目の備考欄 に金額 を記載 し、 さらに(そ の16)に も内訳 を記載 して くだ さい。



(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目別区分 事務所費/

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出 を受 け た者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体 にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

家 賃 ・

il顧i彰 岡[睦刀

20,000
/H28
.01.25・ 菱和産業㈱/ 盛岡市中央通3-3-2〆

〃/ 20,000
〆H28
.02.25・

〃 〃

〃 ・
20,00(γ τH28.03.25!

〃 〃

〃 20,00α
'

H28.04.25・
・ 〃 〃

政治資金監査報酬/ 44,895 ¶28.05,12・ 登録政治資金監査人 工藤克之'滝 沢市穴 口436-6/

〃(源 泉徴 収)・ 5,105
/

H28.05.134 盛 岡税務署. 盛岡市本町通三丁 旨8番37号 、ノ

家賃/ 20,000zH28.05.261菱 和 産 業 ㈱ ・ 盛岡市中央通3-3-2/

〃 20,00σ
'

H28.06.24・
〃

●

〃

〃 20,00σ
〆
H28.07.26! 〃 〃

〃 20,000 'H28 .08.25' ,〃 〃

〃 20,000アH28.09。26イ
〃 〃

〃 、 20,000
〆H28
.10.25、

〃 〃

〃 20,000
'H28
.11.28。

〃 〃

〃 20.000・
'H28
.12.22! 〃 〃

こ の 頁 の 小 計 290,000

そ の 他 の 支 出 4,988

注1)こ の様式は 「資金管理団体1又 は ヂ国会議員関係政治団体{の み作成 して くだ さい。

牲2)経 常経費の うち、人件費 を除 く、光熱水費、備品 ・消耗品費、事務所費についてそ

れぞれ別葉で作成 してくだ さい。(順 目別区分達欄には、 「光熱水費」、 備 品 ・
'消 耗 品費」、 「事務所費」 と記載 してください。)合 計 294,988

注3)

注4)

注5)

資金管理団体は、1件 当り5万 円以上の支出について個別 に記載 し、5万 円未満 の支出については 「その他の支 出」 に一括 して記載 して くだ さい。

国会議員 関係政治団体は、1件 当 り1万 円を超 える(1万1円 以上)支 出について個瑚に記載 し、1万 円以下の支出については 「その他 の支出」に一
括 して記載 して くだ さい。

「支出の 目的」欄 には、当該支出の 目的を 「電気の使用料」、 「事務用用紙の購入費」、 ヂ事務所の借料損料」 とい うように具体的に記載 して くだ

さい。



(そ の15)

(3)政 治活動費 の内訳 項目別区分 機関紙誌の発行事業費/(発 送費/)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出 を受 けた者 の 氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体 にあっては、主たる事務所の駈在地) 備 考

十億 百万 千 円

ノ

ノ

こ の 頁 の 小 計 0ノ 注1)ギ 項 目別 区分」欄 には、 「組織活動費(大 会費)」 、 ジ宣伝事業費(看 板作成

費)」 とい うように小分類 した費 目まで記載 して ください。
また、小分類 した費 目ごとに瑚葉で作成 して くだ さい。

注2)「 支出の 目的」欄 には、当該支出の 目的を 「会場借上費」、 「弁 当代」、 「タク
シー代」 とい うよ うに具体的に記載 して ください。

そ の 他 の 支 出 74.128/

合 計 74,128/

注3)
し犠 讐 樂 螺 鯉1件 当り1万円を超える(1万1円以上)畑 につセ'て鰍 こ識 し・・万円以下の畑 こついては 励 他の畑 に一括
国会議員 関係政治団体以外の政治団体は、1件 当 り5万 円以上の支出にっいて個別 に記載 し、5万 円未満の支出については 「その他の支出」に一括
して記載 してくだ さい。



(そ の15)

(3)政 治活動費 の内訳 項目別区分 宣伝事業費!(宣 伝広告費/)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 黛 支 出 を受 け た者 の 氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所
(団体 にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

広報版新設施工代
ナ億 颪万 千 円

151,200ノ H28.06.30
マサ建築 代表 細川正広 盛 岡市津 志 田南三 丁 目8番31号 第2グ リーぬ一ホ'い ちいB-3

政党ポスター貼 り諸経費 10.000/ H28.10.27 斎藤 収 盛 岡市 南仙 北2-13-31

ベ ニ ア 代 , 11,650〆 H28。11.03 ㈱サンデー盛岡前潟店 盛岡市前潟三丁目2番45号

〃
11,650ノ H28.11.08 〃 〃

政党ポスター貼 り諸経費 10,000〆 H28.11.17 斎藤 収 盛 岡 市 南仙 北2-13-31

〃
10.000ノ H28.12.05 〃 〆 ・ノ1

π

こ の 頁 の 小 計 204,500ノ 注1)噸 目別 区分」欄には、 「組織活動費(大 会費)」 、 「宣伝事業費(看 板作成

費)」 とい うよ うに小分類 した費 臼まで記載 して くだ さい。
また、小分類 した費 目ごとに別葉で作成 して ください。

注2)「 支 出の 譲的」欄 には、当該支出の 目的 を 「会場借上費」、f弁 当代」、 「タク
シー代」 とい うように具体的に記載 して くだ さい。

そ の 他 の 支 出 0/

合 計 204,500・

注3)
し犠 讐 難 畔 は・1件 当り1朋 を超える(1万1円 以上)支 出につレ'て個別に記載 し・ ・万円以下の支出}こついては 「その他の支出」に一括

し犠 愚韓 騨 以外の政治団鰍1件 当り5万 円以上の支脚 い鰯1騰 し・5万 円葡 畑 こついて1ま「その他の畑 に一括



(そ の15)

(3)政 治活動費 の内訳 項目別区分 寄附 ・交付金 ノ(交 付金/)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支 出 を受 け た者 の氏 名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所
(齪体 にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

交付金
手億 颪万 千 円

20,000/ H28。01.25
生活の覚と肉本太郎となかまたち岩孚県総支部連合会 盛岡市大通三丁目1番24号 第三菱和ビル5階

11 20,000/ H28.02.24 〃 〃

〃 20.000/ H28.03.25 〃 〃

〃
20,000〆 H28.04.25 11 〃

11
' 20,000/ H28.05.25 〃 〃

〃
40,000〆 H28.07.23 ノ1 〃

〃 /20
,000 H28.08.25 〃 〃

〃 20,000/ H28.09.23 〃 〃

〃
20.000/ H28.10.17 自由党岩手県総支部連合会 〃

〃 20.000/ H28.11.26 〃 〃

〃
20.000ノ H28.12.22 〃 〃

●

こ の 頁 の 小 計 240,000! 注1)順 目別 区分」欄には、 「組織活動費(大 会費)」 、 「宣伝事業費(看 板作成

費)」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載 して くだ さい。
また、小分類 した費 目ごとに別葉で作成 して ください。

注2)「 支出の 目的」欄 には、当該支出の目的 をf会 場借上費」、 ギ弁当代達、 ギタク
シー代」 とい うように具体的に記載 して くだ さい。 し

そ の 他 の 支 出 0!

合 計 240,000・

注3>
し犠 讐 樂 弊 は・1件 当り1万円を超える 伽 円以上)畑 こつレ'て個別に記載 し・ ・万円以下の畑 こついては 「その他の畑 、に一括

し攣鍵 講 難 難 以外の政治団鰍1件 当り5万 円以上の畑 こついて翻1に 識 し・5万 臓 の畑 こついて1ま「その他の支出」に一括



(そ の16)

(4>本 部又は支部に対して供与した交付金に係る支出の内訳

支 出 項 目 金 額 年 月 日
交付金 の供 与 を受 けた本部
又 は 支 部 の 名 称

主たる事務所の所在地 備 考

交付金'
+億 師20100♂

H28.01.25/
/

生活の党と山本太郎となかまたち岩手県総支部連合会
〆

盛岡毒大通三丁目1番24号 第三菱和ビル5階

〃

1

20.000! H28.02.24イ 〃 〃

〃 20.000・ H28.03.25/ 〃 〃

〃 20,000ノ H28.04.25・ 〃 〃

〃 20.000ノ H28.05.25' 1ノ 〃

〃 40.000・ H28.07.23! 〃 〃

〃 20.000・ H28.08.25/ 〃 〃

〃 20.0001 H28.09.23・' 〃 〃

〃 20,000! H28.10.17/ 自由党岩手県総支部連合会'
/ノ ノ

〃 20,000' H28.11.26・ 〃 〃

〃 20,000' H28.12.22/ 〃 〃

こ の 頁 の 小 計 240,000'
奪

合 計 240,000〆

注)当 該政治団体の本部又は支部に対 して供与 した交付金 に係 る支出については、(そ の13)の 支 出項 臼ごとに、その本部又は支部 の名称及び主たる事

務所の所在地並びに当該交付金の金額及び供与 した年月 日を該 当欄 に記載 して ください。



(そ の17)

資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無/ 備 考

ア 土 地 口 面

イ 建 物 口 団

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 団

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 函

オ 鶴 欝塁馨 騨 座預金を除く・脚 ま貯金 口 画

力 金 銭 信 託 口 団

キ 有 価 証 券 口 瞳

ク 出 資 に よ る 権 利 口 団

ケ 貸付先 ご との残 高が100万 円を超 える貸付金 口 団

ロ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 団

サ 取得 の価額が100万 円を超え る施設の利 用に関す る権利 口 団

シ 借入先 ごとの残高が100万 円を超 える借入金 口 面
注)有 無 にっいて、[]に チェ ック してくだ さい。 「有」にチェ ック した場合は、資産等 の項 目別区分 ごとに(そ の18)に 記載 して くだ さい

。



(そ の20)

宣 誓 童
臼

添 付 書 類(別 添のとお り)

ノ

① 領収欝 の乳

② ノ政治資鑑 査鮪 書(国会韻 関鰍 治団体に限る.)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 した ものであって、真実に相違あ りません。

ノ

平成29年 午 月4日

/

政治団体の名称 自由党岩手県第1区 総支部

/

会計責任者の氏名 阿部盛重/
o

※代表者の氏名 ㊥
(解散する場合のみ記入す ること)

注1>ギ 会計責任者 の氏名」欄は、記名押印又は署名 とし、署名 は必ず会計責任者本人が 自署す ること。

注2)「 ※代表者の氏名」欄 は、解散す る場合 に記名押印又は署名 し、署名は必ず代表者本人が 自署す ること。 また、す るこ と
。 、

「政治団体解散届」を同時に提出



政治資金監査報告書

ノ

平成29年4月3日

1

自由党岩手県第1区 総支部

代表者 小沢 一郎/殿 ノ

登鋤 治飴 髄 人 プ藤 吃 ・
登 録 番 号 第31117

研 修 修 了 年 月 日 平成21年12月17日

1監 査の概 要/

(1)嘱 は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規 定に基づ き、

自由党岩手県第1区 総支部ゐ平成28!隼に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書

(※1)の すべての期間を対象として、当該収支報告書二並びに当該収支報告書に係る

会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細

書について、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)!こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正

化委員会が定める 敏 治資金監査に関する具体的な指針」(以下 倣 治資金監査マニュ

アル」という。)に 基づき行った。

(3)/私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書

等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書について、政治資金監査

マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4)/こ の政治資金 監査 は、 自由党岩手県第1区 総支音面)主 た る事務所 におい て行 った。

2監 査の結集

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1)!法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事 項 につい て、会計帳簿、明細書及び領

収書等が保存されていた。なお明細書、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書に係 る

支出目的書を必要 とす る支出はなく、明細書、領収書等を徴 し難かった支 出の明細書

は存在 しなかった。

(2)ノ 法第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事 項 につい て、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係 るその年における支出の状況が記載 され、かつ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備 えていた。

(3)1法 第19条 の13第2項 第3号 に規 定す る事 項 につ いて、法第12条 第1項 に規 定



する収支報告書(※1)は 、会計 帳簿、明細書、領収書等 、振込明細書に基づいて支

出の状況が表示 されていた。

(4)!法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 につ いて、振込明細書に係る支出 目

的書は、会計帳簿に基づいて記載 されていた。また、領収書等を徴 し難かった支出の

明細書は、存在 しなかった。

3業 務 制限//

自由党岩 手県第1区 総支部 と私 との間 には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反す

る事実 はない。 〆

また、 自由党岩手県第1区 総支部 と政 治資金監査 の業務 を補助 した使用人その他の従

業者 との間においても、同様である。

以 上

(※1)政 治団体が解 散等 した ときに提 出する収支報告書の場合は、「法第17条 第1項 に

規定す る収支報告書」 とす ること。

(※2)国 会議員関係政治団体の主たる事務所 と異なる場合は、その理由を明らかにした

上で政治資金監査の実施場所を特定すること。

(注)政 治資金監査を主たる事務所で行わないことができる例外としては、会計帳簿や

領収書等の紛失等の事故を防止するための十分な措置が講じられ、かつ、会計責

任者等に対するヒアリング等を通 じて、経常経費を含む事務所の運営実態につい

て確認することができることを条件として以下の場合が考えられること。

① 作業スペースの不足等やむを得ない事情により、円滑な政治資金監査の実施が困

難であると登録政治資金監査人が判断した場合

② 同一の国会議員に係る複数の国会議員関係政治団体の政治資金監査を実施する場

合において、政治資金監査の効率的な実施のため、特定の事務所等に収支報告書

及び会計帳簿等の関係書類を集めた上で、政治資金監査を行 うことが適当である

と登録政治資金監査人が判断した場合


